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1.　w･w の問題におい て速乾性 と共 に防し わ性, 特に

湿潤時 の防し わ性 が重 要な１項 目となってい る。乾湿潤

時 の防し わ性 を向上 させ る加工法 の一つ とし てDimes-

thylol ethylen urea （DMEU ）加工 があ る。 DMEU

加工 をし た後,  R. Steel提案 の乾湿し わ回復図 をえ がく

と，架橋反応に よって乾湿潤時 の防し わ性 は向上し てい

るこ とが わかる。一方強伸度 も変化し てい る。そこ で,･

今回 は強伸度 の変化 をストレ ス・ ストレイ ン曲線 を中心

に検討 を加 えた。

2.　実験用布は木綿 とレー ヨン織物 の２種類 をえらび

ＤＭＥＵ の触媒 として硝酸亜鉛 を使用した。試布は所定

の加工条件 によっ て処理した後，恒温恒湿 の条件下で防

しわ度と強伸度について測定した。

3.　その結果 防し わ度については乾湿潤時ともに原布

よ り防しわ性は向上し ている。 ストレス・ストレイン曲

線は木綿においては，始 めわずかにクリンプを示すが，

つぎに典型的なフ ック弾性を示す。 ＤＭＥＵ加工に よる

酸触媒 の影響に よって重合度の低下をきたすが剛性は余

り変化のないことがストレス・ストレイン曲線 によって

示されている。レーヨンは木綿に比し， ストレスが少な

くて もストレインが大であり，DMEU 加工によって，

多少剛性を増す傾向があらわれている。


